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学校法人文京学院が設置する本大学は、公益通報者保護法その他関係法令に従い、公的研究費の不正使用に

係る公益通報者の保護に関する規程を定めることにより、不正行為等の早期発見と本大学の自浄作用による積

極的な是正を図り、本大学の教育及び研究における法令遵守の強化に資するものとする。

　

第１条　本大学は、公益通報者保護法その他関係法令等を遵守し、公益通報をしたことを理由として通報者に

対し、不利益な取扱いは一切行わない。

第２条　公益通報とは、法令違反行為が生じ、又はまさに生じようとしている旨を、そこで働く教職員等が、

不正の目的でなく、保護要件を充足することにより、窓口に通報することをいう。

第３条　教職員等からの公益通報及び相談について、大学統括ディレクター室内に公益通報受付・相談窓口を

設置し、統括ディレクターは、公益通報の受付及び相談により知り得た情報を、秘密として取り扱い、

下記の通り通報の適正処理を行う。

（１）書面や電子メール等による通報の場合には、通報者に対し通報を受理した旨を通知する。

（２）通報受付に当たり通報者の秘密を守るよう十分な配慮するとともに、調査の実施に当たって

も､調査に従事する担当者等から通報者が特定されないよう調査の方法に十分配慮する。

（３）調査が必要であるか否かについて、公正、公平かつ誠実に検討する。

（４）調査結果は、速やかに取りまとめ、その結果を通知するよう努める。

（５）調査の結果、法令違反等が判明した場合は、是正措置及び再発防止策を講じるとともに、必要

に応じ、関係者の処分など適切に対応するものとする。また、法令等に定めがあるなど必要に応

じて、関係行政機関への報告等を行う。

（６）本大学は、通報者が通報したことを理由として不利益な取扱いが行われていないか等を確認す

るなど、通報者保護に係る十分な対応を行うものとする。

第４条　調査の結果、悪意に基づく通報であったことが判明した場合には、通報者の氏名の公表、懲戒処分、

刑事告発等の必要な措置をとることがある。

第５条　本大学は、法令遵守の重要性について、ぶんきょうニュース（学内報）などによる広報を実施し、教

職員等に対し、十分に周知徹底を図るものとする。

第６条　この規程の改廃については、理事長の承認を得なければならない。

　

附　則

この規程は、平成１９年１０月１日から適用する。

この規程は、令和４年４月１日から適用する。


